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本論では、中国の水景住宅団地を事例として取り上げ、水景空間(図 1-2) 注 1）を対象として


































































































（global positioning system）ロガーとビデオカメラを用いて調べる。 
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様 々 な 行 動 を 誘 発 す る











































市の総面積は約 7,029 km2であり、人口は 463 万人（2005 年）である。市轄区の面積は 838km2
であり、現在大規模住宅団地が多く開発されている。 
2007 年 7 月、中国の安徽省合肥市にある住戸の販売ホームページ(合肥市房地産网)注 3)に掲
載された市轄区の 115 住宅団地の開発現況を調べた結果、80%の住宅団地が水景施設を含んでい
た（図 1-6）。図 1-6 に示すように、住宅団地の約 7 割は団地が 1000m2∼5000 m2の水景施設を持






































団地の 76％となっていた（図 1-9）。このうち、3 種類の水景施設を組み合わせて、配置する団
地の割合（26%）が最も多い。幾つかの水景施設を合わせて、配置することが近年合肥市住宅団
地の開発の主流であると言える。 
調査した 115 住宅団地の住宅の平均価格は 3393 元/m2(53029 円/m2)である（図 1-10）。水景
施設の規模の大小から見ると、水景規模が 5000 m2以上の団地の住宅の平均価格（3633 元/ m2










図 1-8 水景施設種類別の団地の割合    図 1-9 団地毎の施設種数別の団地の割合 








































図 1-10 住宅の平均価格と水景施設の規模 
/m2）と河・湖側に位置する団地の住宅（3415 元/m2＝53373 円/m2）の平均価格とはおおよそ等
しい。また、水景規模が 1000 m2以下の団地の住宅（3237 元/ m2＝50591 円/m2）と水景施設が









水景施設の日常稼動時間と稼動費用では、第 3、4 章で調査した「金色池塘」住宅団地の第 1
期と第 2 期を例として、表 1-2、表 1-3 に示す。一日での稼動時間について、水辺での照明の 
表 1-2 「金色池塘」団地の水 表 1-3 「金色池塘」団地の 2006 年度の水景施設の稼動費用
景施設と水辺照明の稼動時間 
        


























































































































































































































仲間文献 44）は、東京都の自由が丘を中心とする地区での 776 件地名呼称の分布を調べ、地形、
街路綱に即した「自由が丘」地名呼称の分布構造を解明し、眺望景観の構造などの地区イメー
ジの伝搬の要因を分析した。 
矢部他文献 45）は、1987 年 3 月の 48 物件の新聞広告から、立地のコードを抽出した。また、1972







































ていない。野村他文献 51）は GPS 端末を用いて鎌倉市の観光者の回遊行動を調査し、観光客が観
光拠点およびその周辺地域では、低速で移動していることを明らかにした。さらに、狭域での
歩行者流動とアクディビティの分析を行い、商店街と信号のある交差点での歩行者の停滞行動
が起きやすいことを示した。第 3 章では文献 45 の GPS データの誤差の処理の方法を参考する。
しかし、これらの研究は、広域の都市空間を対象とし、歩行者流動の可視化手法の有効性を実
証し、歩行者流動と都市空間の関係を定性的な把握にとどまっている。 
Elgethun 文献 52）他は、GPS ロガーを持ち、子供と一緒に行動することにより、子供の行動を調
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2) 居住地内外の配置のオントロジー  





















































































調査した 297 団地のうち、水の語彙を名称に含むのは 86 団地(29%)であり、水の語彙の広告


















水に関連する語彙が有る団地  86件（29%）  122件（41%）  有  183件（62%）
水に関連する語彙が無い団地  211件（71%）  175件（59%）  無  114件（38%）
 計  297件  297件  計  297件






























図 2-1 テキストの抽出 
 
      c.単語の集計（一部） 
中国語日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語
河 川 带状 線形 绵长 長く続く 和鸣 鳴く荡漾 波打つ
河 川 Ｕ字形 Ｕ字型 灵动 すばしこい 鸣 鳴く荡漾 波打つ
河 川 龙形水景 龍型 灵动 すばしこい 潺潺 さらさら荡漾 波打つ
河 川 鲤鱼跃龙门形
包公脸谱形
絵の型 灵气 たましい 潺潺 さらさら漾 波打つ
湖 湖 絵の型 灵气 たましい 潺潺 さらさら漾 波打つ
湖 湖 纵横水系 縦横 温润 暖かくしっとり 潺潺 さらさら
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 娟秀 すっきりしていて美しい 淙淙 ひたひた
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 优美 優れて美しい 淙淙 ひたひた
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 清丽 澄みきって美しい 隐隐约约 かすかに聞こ
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 千变万化 千変万化 浅唱 歌う
涟涟 漣
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 丰富变化 豊富変化 低吟 吟ずる
舞 舞う
湖 湖 蜿蜒 蜿蜒 美 美しい 安静 静かである
缓缓流过ゆっくり流れる












湖泊 湖 曲 曲がる 旖旎 優美な 婉转 滑らか抑揚
流 流れる
湖泊 湖 曲 曲がる 秀美 優美な 滴水的声响 滴りの音
流 流れる
湖泊 湖 相互连接 繋がる
流 流れる





































































































水の動き 穿流 下落 纵横交错

























の環状道路の間（1 号-2 号間）に立地する団地の 22％と、2 号線環状道路より外の団地の 36%































































































































































































































水の語彙を名称に含む 86 団地の名称を単語に細分化し、抽出した水に関連する 126 単語が
表す水の語彙を体系化的に把握するため、表 2-2 のように 6 つの特徴にまとめた。これによる
と、「水域の種類(72 単語、以下同)」は「水




































































る (図 2-3)。22 アイテムに分類した水に関連する単語を出現頻度の大きい順に並べた。出現頻
度の上位を占めるのは「団地外の水域」で、以下「水景施設」、「水の動き」などと続く（図 2-4、
付録 3）。さらに、この 22 アイテムを「居住地内外の配置」、「水のイメージ」、「水辺での行為」、
「自然利用」、「計画手法」、「水の修辞」の 6 つのカテゴリーにまとめ、オントロジーを構築し



















     
 
 図 2-3 水に関連する広告テキストがある団地の分布 
 
 























































































































































  <rdfs:subPropertyOf rdf:resource="#hasPart"/> 
  <rdfs:domain rdf:resource="#光反射"/> 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査対象の「金色池塘」住宅団地の面積は約 30ha である（図 3-1）。敷地は池が多くある元々
湿地であった。設計者は人工的な渓流を作り、池を連結させて、この池を利用した。落水、流
水と噴水など多くの種類の水景施設が配置されている。2004 年には国連環境計画（United 
Nations Environment Programme）で「中国国際花園社区」に認められ、2005 年には中国の「影
響中国的 30 個典範社区」に選出された。第 1、2 期の居住者は 2003 年に居住を開始し、調査時




第 2 期では、渓流と人工水路に沿って、歩道が設置されている。調査は 2006 年 6 月 10 日から
21 日まで実施した。水景空間での歩行行動の特徴を把握することを目的とする歩行実験で、被
験者に目新しい印象を与える様々な場所の移動データを取得するために、非居住者を被験者と
して、歩行実験を行った注 2）。年齢の異なる 67 名の被験者にこの GPS 端末を持たせ、歩行の起
点と終点を指定した上で、15 分以上間隔を空けて、水辺に沿って歩かせた（付録 4）。このうち、
初めて現地に来た人は 44 名であった（表 3-1、実験は図 3-2 に示す手順で実施した。気温が 30℃



















































































































第 2 期の人工水路の末端にある第 2 期の敷地の出入口と外周道路との交差点で GPS の電
  源を切ってください。
実験開始
起点で、実験者が電源を入れる。4 つの衛星信号を受信できた時点を GPS ロガーで記録




 男性 女性 合計
晴れ 24-28℃ 13 6 19
雲り後晴れ 24-32℃ 8 8 16
快晴 25-35℃ 2 8 10
晴れ 25-33℃ 2 5 7
快晴 24-34℃ 6 7 13
晴れ後雲り 24-33℃ 0 2 2
― ― 31 36 67
 天 気  温 度































































































名を除き、43 名のデータに対する歩行速度を分析した（表 3-2、表 3-3）注 5）、注 6)。このうち、
初めて現地に来たのは 36 名であった。43 人の中で、20 人は四阿(12)に行かず、交差点(n10)
から直接次の場所(n13)へ行った(図 3-5)。そのため、n10-n11、n11-n12、n12、n12-n13 区間で
はここを歩行した 23 人に対して、平均速度と平均移動距離を算出した注 7）。 
 





















図 3-5 n10-n13 の人数分布 
n10 n13
n11
性別 女性 男性 合計年齢層
20 代以下 3(3) 2(0) 5(3)
20 代 11(4) 11(4) 22(8)
30 代、40 代 5(1) 2(2) 7(3)













































































































3 秒以上にわたって静止した人の行動を「立ち止まり行動」とする。立ち止まり時間を 4 つ
の区分に分類し、場所ごとの立ち止まり時間の分布を調べた（図 3-7）。渓流の開始区間の歩道
（n14-n15）では、立ち止まなかった人数の割合が一番多い。この区間と同様に、第 1 期の水景






































































































図 3-8-a                      図 3-8-b 











































































度の標準偏差が 0.28m/s である（表 3-5）。これを基準にして、標準偏差を 4 区分に分けた




















人の自由歩行速度は 1.2m/s であり、散歩の速度は 1.0m/s であると云われている文献 2）。本実
験では、全員の全行程での平均速度は約 0.81m/s である。次に、平均速度を 4 区分に分類し、
各区間での速度別の人数の分布を調べた（表 3-6、図 3-9）。休憩できる四阿では、平均速度が
0.4 m/s 以下の人数の割合が一番多い。水辺から離れた道（n10-n11、n11-n12）では、0.8m/s-1.2 








表 3-6 速度の分類 
速度区分( m/s) 0-0.4≤ 0.4-0.8≤ 0.8-1.2≤ 　>1.2


















[類型 A] ：早足型 
早足型(A)は 0.8m/s-1.2m/s の人数の割合が 50％以上であり、空間は 3 空間タイプに分類で
きる。以下に、空間タイプ別に述べる。 
「建物に近い所」（n5-n6、n21-n22）： 


























































































































































































































































































































































































































































































































注 1) 中国新華社主催する新華罔記者李栄が執筆した「上海房価“因水而興”、水景住宅価高 10％」の新聞か
ら引用した。www.xinhuanet.com、2002.6.14 
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注 6）文献 3 に参考し、速度が 6.2m/s を超えるデータをノイズとして除外した。 
注 7） 本文では歩行経路を基準に、各区間を通過した人数に対し、分析した。四阿方面へ行った n10-n11、n11-12、
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調査は第 1 期と第 2 期の水景空間を調査対象とし、2007 年 3 月に実施した（図 4-1、表 4-1、
付録 6、付録 7）。団地の居住者の水景空間での行動を把握するために、居住者が被観察者とな
っていることに気づかれずに水景空間での行動を撮影するために鳥瞰できる 4 地点から、それ
ぞれエリア A～D の 4 カ所の調査範囲とその境界を通過した歩行者を追跡撮影した。そのうち、
エリア A とエリア B は第 1 期の池のまわりであり、エリア C とエリア D は第 2 期の渓流沿いで
ある（図 4-1）。調査には、4 台のビデオカメラを用いて、調査員が同時に撮影した。4 日間で
総計 24 時間調査を行った。調査の時期は春の初めであり、木の葉が観察へ影響することはなか
った。 
 表 4-1  調査概要 
調査日 時間 天気 温度
3.11（日） 10時-18時 晴れ 2-9℃
3.13（火） 12時-18時 晴れ 7-17℃
3.18（日） 08時-12時 雲り 6-10℃




























































































































者を除いた。全エリアで計 1069 人(男性：468 人、女性：601 人)を抽出した（表 4-3）。このう
ち、エリア A から 338 人、エリア B から 243 人、エリア C から 163 人、エリア D から 325 人を
抽出した。年齢層では、顔、服装、行為などから筆者の目視により判断した注 1）。「青壮年」が
483 人（45.2％）であり、人数が一番多い。「幼少年」が 350 人（32.7％）、「中年」が 162 人(15.2％)、
「高齢者」が 74 人(7.0％)であった。 
 








筆者が映像を見て、抽出した人のグループを 1 つの行動単位とし、CAD ソフト上で計 489 枚
の行動単位の図を作成した（図 4-2）。具体的には、図面上に移動軌跡を年齢層、性別ごとにレ
イヤーを分けて軌跡を描き、滞留行為も記入した。 
観察対象の 4 つのエリアを、それぞれの場所の特徴により、さらに計 30 区間に分割した（付
録 5）。このうち、エリア A は 5 区間（A1-A5）、エリア B は 4 区間(B1-B4)、エリア C は 3 区間
（C1-C3）に区分した。エリア D では、渓流を横断する小橋と飛石を Da から De までの 5 つの区
間に区分し、対応する小橋或いは飛石の歩道側のたもとをそれぞれ Daa から Dee と 10 区間とし
た。残りの渓流そばの場所では、D1 から D8 と 8 区間とした(図 4-3)。また、特徴的な区間の断
面図を図 4－4 に示す。居住者の年齢層、性別、立ち止り時間、滞留行為、2 つの滞留点の間の
移動距離、移動時間、移動中の行為および行為の発生する区間などのデータを得、これをデー
タベースとした（付録 8∼付録 11）。 
 
Ａ 338 178 160 102 148 62 26 161
Ｂ 243 94 149 60 137 37 9 111
Ｃ 163 73 90 49 83 21 10 75
Ｄ 325 123 202 139 115 42 29 142
1069 468 601 350 483 162 74 489















































































































































































図 4-4 特徴的な区間の断面図 
 
4.4.水景空間での行為の集計 
1)  滞留行為 
水景空間でのある地点での滞留中の行為（以下滞留行為）を、①「休憩、交流」、②「景色を









































































(707 件)であり、次は「眺める」(657 件)である。「会話」（354 件）、「水中を見る」（349 件）、




(A1:517 件)、エリア B では池面の視界が開ける所と正対するベンチがあり、池面に突き出たデ
ッキ(B1:313 件)、エリア C では、渓流の広がる所の歩道(C2:317 件)、エリア D では親水デッキ
があり渓流の広がる湾曲部(D6:301 件)である。各エリアでの滞留行為の件数が最も少ない区間
は、エリア A の池中の小島(A4:97 件)、エリア B の池面の視界が狭い所と正対する行き止まり
のデッキの端(B4:１件)、エリア C の渓流が広がる所のデッキ(C3:59 件)、エリア D の飛石(Db:8
件)である（図 4-5) 。 
A1 71 80 49 80 32 3 25 28 69 47 2 15 5 0 2 9 517
A2 3 7 19 13 0 0 22 9 33 19 1 3 0 0 1 7 137
A3 0 9 2 26 45 0 6 10 16 6 2 0 0 0 0 0 122
A4 0 5 5 47 0 0 11 2 14 7 3 2 0 0 0 1 97
A5 0 6 14 41 15 0 9 6 1 12 11 14 0 0 0 1 130
B1 84 38 7 28 8 7 10 17 59 33 2 8 5 0 0 7 313
B2 4 38 34 58 10 20 24 8 26 13 0 8 4 3 0 4 254
B3 42 30 1 18 2 1 14 6 23 20 3 2 3 1 0 0 166
B4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
C1 28 41 6 41 12 0 3 2 32 11 6 5 6 0 0 6 199
C2 5 63 16 55 66 6 2 1 58 24 0 17 1 0 0 3 317
C3 3 4 2 3 17 0 1 0 14 15 0 0 0 0 0 0 59
D1 0 0 4 3 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 10
Da 3 1 3 9 1 0 0 0 12 7 0 0 0 0 0 1 37
Daa 0 1 7 8 5 0 0 0 7 7 0 1 0 0 0 0 36
D2 2 2 13 15 5 0 2 0 18 5 0 1 2 0 0 2 67
D3 3 5 6 11 2 0 3 0 14 8 1 4 1 0 0 3 61
Db 0 0 2 0 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 8
Dbb 0 4 8 11 3 0 1 1 8 3 0 0 0 0 0 1 40
D4 1 2 11 33 10 0 1 0 20 6 0 8 0 0 0 2 94
Dc 0 0 3 3 4 0 0 0 2 0 3 1 0 0 0 2 18
Dcc 13 3 9 11 16 1 0 0 17 6 3 6 0 0 0 1 86
D5 3 2 16 30 33 4 4 1 48 22 4 9 0 0 0 6 182
Dd 0 0 0 15 9 0 0 0 12 7 0 9 0 0 1 0 53
Ddd 0 0 3 13 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 21
D6 4 5 41 42 29 10 5 10 92 24 10 15 0 0 2 12 301
De 1 0 2 7 5 0 0 0 15 7 0 0 0 0 0 0 37
Dee 0 0 3 2 0 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 9
D7 0 4 6 12 4 0 1 0 16 7 2 2 0 0 0 5 59
D8 1 4 22 22 13 10 3 5 74 8 20 7 0 0 1 7 197


































































各エリアの滞留密度が高い区間は、エリア A の落水のそばの小橋(A3:0.51 件/m2‧h)で、最も
高い滞留密度となる。エリア B では池面の視界が開ける所と正対するベンチがあり、池面に突
き出たデッキ(B1:0.07 件/m2‧h)、エリア C では親水デッキがある四阿(C1:0.14 件/m2‧h)、エリ














図 4－5 滞留行為数と滞留密度 
 
2)  移動中の行為 




色を見る」、②「散歩」注 4）、③「会話」、④「遊ぶ」と⑤「その他」の 5 つのカテゴリーに分け
た(表 4-5)。 
エリアごとに水景空間での移動中の行為を集計した結果、「景色を見る」(1195 件)、「散歩」

























































図 4-6 滞留行為の性別割合 
 
A 276 46 24 1 150 2 190 2 0 0 691
B 272 22 9 2 173 56 99 7 7 7 654
C 96 23 13 7 308 16 70 0 0 2 535
D 551 24 10 14 254 15 512 0 0 7 1387

































































年齢層からみると、全 30 区間のうち、「幼少年」は 21 区間で滞留行為数の割合が大きく、他
の年齢層（「青壮年」：11 区間、「中年」：8 区間、「高齢者」：10 区間）より滞留頻度が高いこと















































A1 A2 A3 A4 A5 B1 B2 B3 C1 C2 C3 D1 Da Daa D2 D3 Db DbbD4 Dc Dcc D5 Dd DddD6 De DeeD7 D8
幼少年
A1 A2 A3 A4 A5 B1 B2 B3 C1 C2 C3 D1 Da Daa D2 D3 Db DbbD4 Dc Dcc D5 Dd DddD6 De DeeD7 D8
青壮年
A1 A2 A3 A4 A5 B1 B2 B3 C1 C2 C3 D1 Da Daa D2 D3 Db DbbD4 Dc Dcc D5 Dd DddD6 De DeeD7 D8
中年














































図 4-8  各エリアの移動軌跡 
 





 a) 席まわりの行為 
円卓の置かれているエリア A の広いデッキ（A1）には、東南角で 2 列、10 卓の円卓があり、
南側で水際線から遠い所で 1 列、6 卓の円卓がある。主動線は南側のデッキで水際線へ近づき、


















































































































































































































































































るデッキに対し、奥行方向へ「写真を撮る」行為が多い。渓流そばのエリア D では、写真に奥 
 
図 4-10 水際からの距離の分布      












































ア C で「写真を撮る」行為数の件数(6 件)は少なく、全件水面へ正対で写真を撮った。 
「眺める」行為では、各エリアとも水面に正対の行為数の割合が側対と背対よりかなり多い。 
「座る」行為では、池そばのエリア A、エリア B と渓流そばのエリア D とも、水面に側対で
「座る」行為数が最も多く、その他にも正対、背対の順に座っていることがわかる。エリア C
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Ⅲ軸までの累積寄与率は 60.71％であった（表 4-6）。 
 第Ⅰ軸は、マイナスの側には池そばに多く表れる

































滝、噴水が触れる 0.58 -2.22 0.55
水深>1m -1.97 0.19 0.12
水面への高さ>0.3m 0.34 0.96 -0.63
区間の臨水度>0.2m-1 -0.14 -1.63 -0.25






























A1 1 1 1 1 1 1
1
1 1 1 1 1 1 1
1
0 0 0 0 0 0 1 0
0
0 0 0 0
0 0 0 0 0 0
0
0 0 0 0 0 0
10 0 0 0 0 0
1
0 0 0 0 0 0 0
10 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 1
10 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1
10 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
10 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
00 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1
00 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
00 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1
01 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1
00 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
00 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
00 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0
00 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
01 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 1 0
00 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1
01 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0
00 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
00 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1
00 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1
00 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1














































































































30 区域のⅤ軸までの得点を用い、クラスター分析を行った。その結果、30 区域は 9 つに分類

























図 4-15 数量化得点のブロット図 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B および渓流側のエリア D では、水面と側対で「写真を撮る」行為数の割合が高いことがわか
った。 


















注4) 厚生労働省の一部資料(健康日本 21 など)では、人の年齢層を幼年期(0～4 歳)、少年期(5～14 歳)、青年
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する視野角 120 度の写真と現場の音声を合成した水景空間 6 箇所と非水景空間 6 箇所、計 12
箇所のスライドを用いた（図 5-3）。 
撮影された写真は、40 秒間×20 スライドをランダムに割り付け、PowerPoint で編集した。





































































































































































た脳波信号はプロセッサにて A/D 変換され、サンプリング周波数 100Hz のデジタルデータとし
てホストコンピュータに転送される。脳波計測用電極は、国際脳波学会で標準方式として推奨
される 10／20 法に準じて配置する。脳波導出法には、基準電極の電位を 0 として探査電極の電
位を基準電極との電位差として取り出す基準導出法を採用する。Fp1、Fp2、F1、F2、P3、P4、
O1、O2、T3、T4 の 10 電極を探査電極に、耳朶電極 A1 を基準電極に、頭頂部電極 Cz をグラン








































建築学専攻が 1 人である）。13 人のうち、男性が 6 人であり、
女性が 7 人である。また、文科系が 7 人、理科系が 6 人であ




EEG フォーマットで保存された脳波ファイルを Excel 用の CSV フォーマットに変換し、40 秒
ずつ呈示する写真と対応するように、全部の 11 分 40 秒のデータを分けた注 2）。写真のフェード
インとフェードアウトの時、写真間の視覚印象の差が小さくなると考えて、最初と最後の２秒






  （2） 
 
iFPV 1 ：観測点iにおけるFP1での電位（μV） 


































































































　　F3 =左前頭部　 　　F4 =右前頭部
　　P3 =左頭頂部　 　　P4 =右頭頂部
　　O1 =左後頭部　 　　O2 =右後頭部
　　T3 =左側頭中部 　　T4 =右側頭中部
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
非水景空間 0.654 0.145 0.569 0.078 0.798 0.118 0.551 0.051 0.256 0.046 0.518 0.178
水景空間 0.718 0.112 0.603 0.169 0.749 0.122 0.537 0.066 0.238 0.021 0.53 0.139
水景-非水景 ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.773 0.164 0.592 0.113 0.827 0.083 0.567 0.058 0.297 0.055 0.52 0.168
水景空間 0.938 0.14 0.633 0.156 0.838 0.091 0.555 0.063 0.299 0.026 0.43 0.136
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.625 0.147 0.785 0.088 1.11 0.188 0.245 0.045 0.255 0.114 0.436 0.113
水景空間 0.837 0.222 0.946 0.22 1.072 0.214 0.259 0.02 0.339 0.162 0.441 0.151
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 1.092 0.157 0.888 0.181 1.356 0.115 0.231 0.059 0.348 0.122 0.622 0.217
水景空間 1.416 0.286 0.984 0.269 1.41 0.192 0.235 0.053 0.236 0.05 0.543 0.19
水景-非水景 ✚ ＊ ✚ ✚ ✚
非水景空間 1.147 0.125 0.904 0.124 1.386 0.261 0.317 0.091 0.793 0.046 1.044 0.362
水景空間 1.429 0.389 1.021 0.255 1.302 0.156 0.386 0.106 0.719 0.098 1.21 0.448
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 1.394 0.226 0.91 0.116 0.446 0.105 0.633 0.04 0.366 0.28 1.496 0.275
水景空間 1.892 0.469 0.956 0.189 0.421 0.109 0.767 0.094 0.516 0.23 1.54 0.349
水景-非水景 ✚ ＊ ✚ ✚ ＊＊ ✚ ✚
非水景空間 0.978 0.167 0.932 0.15 1.338 0.265 0.764 0.06 0.284 0.223 1.377 0.258
水景空間 1.211 0.402 0.99 0.247 1.315 0.153 0.729 0.138 0.448 0.271 1.505 0.379
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 1.139 0.219 0.902 0.097 1.314 0.286 0.96 0.1 0.362 0.316 0.64 0.315
水景空間 1.483 0.457 0.901 0.202 1.281 0.154 0.914 0.118 0.52 0.268 0.888 0.433
水景-非水景 ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.59 0.111 0.542 0.064 0.849 0.143 0.652 0.038 0.308 0.107 0.918 0.132
水景空間 0.629 0.18 0.572 0.189 0.841 0.18 0.677 0.084 0.247 0.098 0.951 0.131
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.69 0.208 0.433 0.112 1.287 0.234 0.565 0.032 0.354 0.13 0.37 0.192
水景空間 0.882 0.512 0.47 0.243 1.355 0.201 0.611 0.087 0.261 0.158 0.474 0.221





平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
非水景空間 0.499 0.12 0.73 0.105 0.623 0.082 0.631 0.055 0.744 0.182 0.683 0.111 1.051 0.551
水景空間 0.511 0.075 0.757 0.221 0.687 0.096 0.637 0.084 0.616 0.124 0.799 0.055 0.983 0.355
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚ ✚ ＊
非水景空間 0.507 0.105 0.78 0.188 0.644 0.083 0.69 0.108 0.739 0.246 0.829 0.103 0.71 0.117
水景空間 0.52 0.084 0.848 0.226 0.715 0.116 0.696 0.092 0.675 0.099 0.918 0.14 0.648 0.046
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.659 0.048 0.73 0.102 0.837 0.067 0.971 0.151 0.928 0.231 0.935 0.142 0.762 0.106
水景空間 0.662 0.058 0.781 0.195 0.827 0.09 0.907 0.108 0.764 0.205 1.065 0.081 0.788 0.186
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.715 0.065 0.919 0.171 0.868 0.108 0.972 0.222 1.009 0.297 0.402 0.097 0.871 0.095
水景空間 0.725 0.098 0.997 0.323 0.964 0.105 1.064 0.082 0.908 0.284 0.484 0.204 0.842 0.079
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.989 0.132 0.842 0.104 0.94 0.112 1.085 0.156 1.056 0.275 0.459 0.16 0.83 0.138
水景空間 1.055 0.188 1.112 0.222 0.973 0.169 1.064 0.079 0.847 0.165 0.436 0.072 1.023 0.313
水景-非水景 ✚ ✚ ＊ ✚ ✚
非水景空間 0.966 0.118 0.777 0.146 1.066 0.087 1.038 0.113 1.101 0.405 0.6 0.116 0.945 0.155
水景空間 1.025 0.183 0.918 0.252 1.005 0.149 1.01 0.108 0.856 0.223 0.501 0.193 1.021 0.329
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.897 0.121 0.93 0.121 0.908 0.119 0.892 0.364 0.949 0.163 1.025 0.153 1.139 0.137
水景空間 0.906 0.148 1.133 0.151 0.967 0.14 1.018 0.268 0.782 0.124 1.184 0.111 1.449 0.454
水景-非水景 ✚ ✚ ＊ ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.898 0.124 1.038 0.378 1.121 0.111 1.081 0.113 0.815 0.128 0.341 0.068 1.176 0.115
水景空間 0.865 0.137 0.927 0.084 1.118 0.134 1.049 0.093 0.66 0.101 0.352 0.071 1.332 0.317
水景-非水景 ＊ ✚ ✚
非水景空間 0.748 0.089 0.659 0.149 0.693 0.077 0.792 0.103 0.802 0.137 0.8 0.15 0.441 0.052
水景空間 0.749 0.067 0.8 0.203 0.661 0.08 0.831 0.101 0.664 0.149 0.964 0.139 0.394 0.087
水景-非水景 ✚ ✚ ✚ ✚
非水景空間 0.681 0.071 0.579 0.077 0.625 0.055 0.524 0.083 0.862 0.14 0.65 0.108 0.806 0.094
水景空間 0.697 0.156 0.594 0.181 0.756 0.11 0.493 0.046 0.722 0.194 0.795 0.156 0.83 0.158
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と考える。分析の結果、10 電極から、「水景空間」が優勢であったのは、13 人のうち 9 人であ





いるのは 6 人の一部電位である（no2、no5、no9、no10、no12、no13）。 
実験後で、「『水景空間』と『非水景空間』のうち、どちらが好き」について簡単なヒアリン
グ調査を行った。13 人のうち、ただ 1 人（n12）は「非水景空間」を好み、特に写真 n1 が最も
好むと回答した。写真 n1 と n2 は、廊下や四阿のような景観施設を住宅団地の中心景観として
いる。この被験者の n1 と n2 写真に対するα波帯域パワー値は他の写真より特に高く、唯一の
全電位で「非水景空間」が優勢の被験者である。また、2 人が「水景空間」が「非水景空間」
より好きであるが、写真を見た時に、水景施設の管理の問題を心配していたと回答した。この
2 人は、1 人は 6 電位で「水景空間」が優勢であり、もう 1 人は「水景空間」と「非水景空間」
の優勢であった電極数が同数であった。 
 


















































































































































 全写真別のα波帯域パワー平均値を比較すると、全部 12 枚撮影地点のうち、ベンチ、小橋が
ある噴水池（w11）、緑が多い小島がある池（w9）は、他の空間に比べて明瞭にα波が賦活され
ていることがわかる（図 5-8）。α波帯域パワー平均値が 1 番低いのは、非水景空間 n4 である。






















































 次に、各撮影地点の差異を見るために多重比較を行った。図 5-8 に各電位のα波正規化得点
の平均により、撮影地点間の有意差の有無を検証することを示す。「水景空間」と「非水景空間」
のクラスターを跨いで、有意差がある地点の組み合わせは、水景空間 w11 と非水景空間 n4、n6、
n10、水景空間 w9 と非水景空間 n4、n6、n8、n10 のみである。その中で、非水景空間 n4、n6、
n10 と水景空間 w9、w11 の有意差がある組み合わせが一致しているが、n8 と w9 の有意差が見ら




との間と、有意な差があることを示した（w9 に対する w5、w3、w11 に対する w5、p<0.01）。異
なる非水景空間の間では、ほとんど有意な差がなかった。 
 以上の多重比較の検定により、「水景空間」は「非水景空間」と比べて優勢にα波を賦活する




 本実験では、水景空間 6 箇所と非水景空間 6 箇所、計 12 箇所のスライドをランダムで、合計
8 分 20 秒で呈示した。写真呈示の順序がα波帯域パワー値に対して影響を与えているかを検証
する。 




















































n1 n2 w3 n4 w5 n6 w7 n8 w9 n10 w11 w12



































































自由度 平均平方 F 値 有意確率
修正モデル 1.689a 143 .012 3.168 .014
切片 24.254 1 24.254 6505.821 .000
人番号 1.243 11 .113 30.321 .000
写真番号 .059 11 .005 1.442 .269
人番号 * 写真番号 .396 121 .003 .877 .666
誤差 .045 12 .004
総和 27.261 156
修正総和 1.733 155
a. R2乗 = .974 (調整済みR2乗 = .667)
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0





















を行った（表 5-6）。              

























































なお、共線性の診断の結果、VIF（分散拡大係数）が 10 未満、許容度が 0.1 以上であり、固





ﾓﾃﾞﾙ R R2 乗 調整済み R2 乗 推定値の標準誤差
1 .640a .409 .385 .013916
表5-6-a  ﾓﾃﾞﾙ集計
標準化係数
B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ 許容度 VIF
(定数) .387 .013 29.634 .000
緑 .005 .001 .371 3.614 .000 .376 2.660
水 .004 .001 .384 2.954 .004 .234 4.270
景観施設 .004 .001 .408 3.791 .000 .343 2.915
空 .006 .001 .373 4.405 .000 .554 1.804
建物 -.003 .002 -.140 -1.305 .194 .342 2.922









(定数) 緑 水 景観施設 空 建物 道路
1 4.725 1.000 .00 .00 .00 .00 .01 .00 .00
2 .932 2.251 .00 .00 .06 .14 .01 .00 .00
3 .651 2.693 .00 .00 .08 .07 .10 .00 .02
4 .393 3.466 .00 .02 .06 .04 .04 .05 .06
5 .170 5.265 .00 .13 .00 .07 .17 .10 .05
6 .122 6.217 .00 .05 .00 .10 .62 .07 .30
7 .006 29.134 1.00 .80 .80 .58 .06 .78 .56
1
表5-6-d  共線性の診断a
ﾓﾃﾞﾙ 次元 固有値 条件指標
分散の比率
平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
回帰 .020 6 .003 17.202 .000a
残差 .029 149 .000
全体 .049 155




























注1） n4 の水路では、水がなく、水景施設の効用がなくなったため、その他に分類される。 
注2） 株式会社脳機能研究所が開発・配布しているファイル変換ソフト CSVtoBFA14.exe による。 









3) 大熊輝雄：臨床脳波学（第 5 版）、医学書院、1999 


















































































































として、他の 4 つのオントロジーよりオントロジーの構造が単純であることがわかった。 

























第 4 章では、前章に引く続き、同じ住宅団地で、水景空間が鳥瞰できる 4 カ所からビデオを
用いて、居住者の水景空間での行動をシームレスに追跡し、移動・滞留行為を観察した。4 日




















エリア D では、水面と側対で「写真を撮る」行為数の割合が高いことを示した。 住棟と正対の
エリア Cでは、水面に背対で「座る」行為数の割合が最も高いが、他のエリアとも、水面に側対
で「座る」行為数の割合が最も高い。これにより、水景空間での行動領域の特徴を明らかにした。 





















































図 6-1 本論の知見－水景空間と人間活動との関係の把握 
言語
　　 　 第 2 章
 広告テキストに表れる
 　　 第 3 章
　　 第 4 章
  水景空間での行動











































































































































































小橋6、 低速型分散型 歩き回り行動 ・眺める、水中を見る
四阿2、 滞留型 歩き回り行動 ・
飛び石1 低速型分散型 歩き回り行動 ・水中を見る、水で遊ぶ
ベンチ0 分散型滞留型 歩き回り行動 ・座る、会話
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番号 団地名称 番号 団地名称 番号 団地名称 番号 団地名称 番号 団地名称 番号 団地名称
1 金色池塘 58 金湾龙城 105 河畔雅居 176 阿奎利亚 227 九溪江南园 282 国建 香榭水都
2 华润 澜溪镇 59 滨水华城 106 实嘉·原创生活 177 安然绿洲花园 228 金星家园 283 宋都·西湖花苑
3 广利花园 60 鑫苑·望江花园 107 君柳河畔 178 恒兴金都华庭 229 丹霞·翠微苑 284 亚华·新城邦
4 新华 学府春天 61 恒生·阳光城 108 中房名都 179 金域蓝湾 230 瑞泽源·一里洋房 285 水墨兰庭
5 新华·学府花园 62 元一·柏庄 109 海州 景秀世家 180 骏豪华庭 231 港澳花园 286 振业·山水名城
6 绿城·百合公寓 63 碧湖云溪 110 江晨园 181 鼎好家·银河湾花园 232 文锦新城 287 国际丽晶城
7 百协·大溪地 64 新都会·国贸公寓 111 璟泰·华秀苑 182 华鼎置业 233 蓝色湖畔 288 丹青花园
8 汉嘉·都市森林 65 金地 国际城 112 龙岗·静安新城 183 上城国际 234 南艳·滨湖时光 289 岸上玫瑰
9 黄山花园 66 城市华庭 113 香江 世纪名城 184 民丰梅园 235 银都·香水郡 290 三盛·颐景园
10 香樟雅苑 67 万振·逍遥苑 114 风情年华 185 君尚金谷园 236 明珠湖畔 291 恒润花园
11 绿城桂花园 68 绿地·海顿公馆 115 华光·皇马花园 186 荷塘月色二期 237 雍景台 292 信政·天鹅湾
12 庐阳佳苑 69 众力·同城花园 116 中环·东方名景 187 华安家园 238 南郡·明珠 293 绿地国际花都
13 信旺·华府骏苑 70 华盛·格林雅地 117 月亮湾·亲水嘉园 188 中环汇景 239 海恒 南艳湾 294 发能太阳海岸
14 安高·城市天地 71 创智广场 118 香江·生态丽景 189 康居馨苑 240 名邦·锦绣年华 295 湖畔春天
15 悉尼阳光 72 信达•好第坊 119 天骄国际 190 财富广场二期 241 天门湖·锦城 296 颐园世家
16 和一花园 73 柏林春天 120 康城·水云间 191 天然新都市 242 东海星城 297 信达水岸茗都
17 颐和花园 74 鼎盛铂金汉宫 121 城市风景.国安家园 192 都市清华 243 金典·名筑
18 海亚当代 75 和地•蓝湾 122 中兴•西湖花园 193 中央花园 244 金历东海徽园
19 新加坡花园城 76 滨湖.品阁 123 新泉嘉园 194 世纪家园 245 月半湾
20 枫丹白鹭•湖公馆 77 滨湖明珠 124 圣大国际 195 盛世花园 246 丽景碧雅
21 中天蓝山 78 美生．滨江花月 125 格林馨园 196 缤纷南国 247 金都嘉园
22 经典雅苑 79 玫瑰绅城 126 金色地带 197 元一 滨水城 248 名邦•西城秀里
23 博威•香槟小镇 80 丽水芙蓉 127 温莎杰座 198 水晶苑 249 繁华世家
24 博澳．丽苑 81 众安.绿色港湾 128 帝豪·星港湾 199 金科 玉带河畔 250 乡村花园
25 世纪新城 82 梅兰家园 129 公园·2046 200 凯悦豪庭 251 怡莲新城
26 绿怡•汇林 83 文景雅居 130 聚亿·城市经典花园 201 海棠花园 252 格林硅谷
27 翠竹园 84 新都会・联邦花园 131 东河丽景 202 怡景苑 253 芙蓉名园
28 水岸云锦 85 九华山庄 132 水岸林语 203 金地雅苑 254 天门湖•博雅居
29 花开桂香 86 国元名都花园 133 中翔·盛景名苑 204 北美印象 255 上海城市•公寓
30 龙凤嘉园 87 春晖田逸苑 134 信达·格兰云天 205 柏景湾 256 米兰阳光
31 国轩苑 88 创景花园 135 力高•御景湾 206 金山名苑 257 塞纳维拉
32 文馨园 89 阳光上南 136 和顺东方花园 207 金河畔花园 258 翰林雅居
33 兴业苑 90 徽商望湖苑 137 宝业城市绿苑 208 徽商国际大厦 259 乡村花园•双湖美墅
34 维也纳森林花园 91 和居时代 138 帝豪私享家 209 新华文景苑 260 芙蓉·新天地
35 蜀山名筑 92 太阳岛花园 139 拓天万福家园 210 晨欣园 261 天门湖•新界
36 潜龙山庄 93 贵都花园 140 大鹏怡和华庭 211 中房名城 262 新城家园
37 城改·新景花园 94 远大家园 141 风景雅苑 212 元一美邦国际 263 华顺·天门湖花园
38 通和家园 95 一环•亲家 142 东方银座 213 幸福人家 264 浅水湾
39 燕园 96 星辰花园 143 隆庭佳苑 214 万家华庭 265 学林雅苑
40 亲亲家园 97 新世纪太宁花园 144 正创鸣香苑 215 国泰都市公寓 266 东海花园
41 长城天一家园 98 文景花园 145 国城花园 216 水韵流园 267 福禄园
42 理想年代 99 温馨家园 146 帝缘金座 217 舒馨苑 268 锦绣城市之光
43 桂竹苑 100 世纪云顶 147 斯瑞新景苑 218 丽都名邸 269 佳境枫情苑
44 秀水花园 101 世纪阳光花园 148 森海豪庭 219 花样年华 270 长安·萨尔斯堡
45 康宁家园 102 美邻馨园 149 璟泰赢家广场 220 和煦园 271 幸福大街
46 龙居山庄 103 捌拾捌名邸 150 景荣城市之光 221 富源小区 272 翡翠花园
47 康居时代家园 104 上风尚城 151 古井丰水源 222 东煌公寓 273 碧湖蓝庭
48 奥林花园 152 东湖山庄 223 福星嘉苑 274 正润•凯旋公寓
49 琥珀公寓 153 新安江花园 224 北都花园 275 锦绣大地城
50 中兴花园别墅 154 晨阳世纪城 225 栢景湾 276 金水·童话名苑
51 香江生态丽景 155 东苑雅居 226 世纪家园 277 报业园
52 K西嘉 156 华顺•九狮水岸 278 翠湖苑
53 红皖家园 157 华都城市花园 279 滨湖·前城
54 御景山庄 158 栢景轩 280 华宇·未来城
55 城市风景 159 瑞园 281 泊岸花园
56 园景天下 160 金大陆上东城

























































































中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語
岸 岸 河 川 小桥 小橋 家门前流过 門前流れる 树 樹
岸 岸 河 川 小桥 小橋 门前 門前流れる 树 樹
水岸 岸 河 川 小桥 小橋 收入自家窗前 窓から見える 绿树 緑樹
水岸 岸 河 川 小桥 小橋 窗前曲溪 窓から見える 芦苇 葦
水岸 岸 湖 湖 木桥 木の橋 推开窗户 窓から見える 荷 蓮
水岸 岸 湖 湖 桥 橋 穿流你的院子内外 庭から流れる 荷 蓮
水岸 岸 湖 湖 亭 四阿 屋前屋后 水際である 水鸟 水鳥
水岸 岸 湖 湖 亭子 四阿 穿梭于楼宇间 水際である 天鹅 白鳥
水岸 岸 湖 湖 木板道 木の歩道 水景贯穿 水際である 天鹅 白鳥
水岸 岸 湖 湖 木栈道 木の桟道 舒展在建筑四周 水際である 赤鱼 赤い魚
水岸 岸 湖 湖 甲板 デッキ 对建筑环抱 水際である
水岸长堤 長い堤 湖 湖 亲水步道 親水歩道 渗透到园区 水際である
亲水泊岸 親水の岸 湖 湖 滨水漫步道 親水歩道 中央水景 水際である
环水堤岸 水を回る岸 湖 湖 喷泉广场 噴水広場 水库南岸高层 水際である
岸畔 岸畔 湖 湖 喷泉广场 噴水広場 河畔的名宅 水際である
湖岸 湖畔 湖泊 湖 水车 水車 咫尺 水際である
湖畔 湖畔 湖泊 湖 水上汀步 飛び石 近水楼台 水際である
湖畔 湖畔 湖泊 湖 观景台 展望台 临湖的花园洋房 水際である
湖畔 湖畔 湖泊 湖 长廊 廊下 临湖临溪 水際である
河畔 河畔 人工湖 人工湖 水上乐园 水上遊び場 临水而立 水際である
河畔 河畔 人工湖 人工湖 休闲娱乐交流场所 遊び場 亲水近绿 水際である
湾 湾 水渠 水路 景观设施 景観施設 亲水名宅 水際である
岛 島 水渠 水路 湖岸名宅 水際である
滨水空间 濱 水道 水路 户户临水 水際である
沙滩水景 砂浜 水池 池 户户见水 水際である
临水 水際 水池 池 楼水相依 水際である
临水绿化带 水際 池 池 紧密相贴 水際である
涧 澗 池塘 ため池 相呼应 水際である
河谷 川谷 塘 ため池 互相渗透 水際である
湾 湾 塘 ため池 互为风景 水際である
湾 湾 嬉水池 遊ぶ池 交融在湖光水色中 水際である












































































































中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語
带状 紐 南淝河 川 绵长 長く続く 管弦和鸣 鳴く 荡漾 波打つ
Ｕ字形 Ｕ型 南淝河 川 灵动 すばしこい 鸣 鳴く 荡漾 波打つ
龙形水景 龍型 南淝河 川 灵动 すばしこい 潺潺 さらさら 荡漾 波打つ
形似鲤鱼跃龙门 絵の型 南淝河 川 灵气的 たましい 潺潺 さらさら 漾 波打つ
包公 絵の型 南淝河 川 灵气 たましい 潺潺 さらさら 漾 波打つ
纵横水系 縦横 南淝河 川 温润 暖かくしっとり 潺潺 さらさら 波 波打つ
蜿蜒 蜿蜒 南淝河 川 淙淙 ひたひた 波 波打つ
蜿蜒 蜿蜒 南淝河 川 淙淙 ひたひた 波涛 波打つ
蜿蜒 蜿蜒 南淝河 川 优美 優れて美しい 隐约约的 かすかに 波涛 波打つ
蜿蜒 蜿蜒 南淝河 川 清丽 澄みきって美しい 浅唱 歌う 涟涟 漣
蜿蜒 蜿蜒 南淝河 川 千变万化的 千変万化 低吟 吟ずる 舞 舞う
蜿蜒 蜿蜒 淝河 川 丰富变化的 豊富変化 安静 静かである 缓缓 ゆっくり流れる
蜿蜒 蜿蜒 淝河 川 美 美しい 静静的 静まっている 缓缓 ゆっくり流れる
曲折 曲折 淝河 川 美丽的 美しい 宁静 静かである 流 流れる
曲折的 曲折 淝河 川 美丽的 美しい 宁静 静かである 流 流れる
曲 曲がる 淝河 川 水美 美しい 婉转 滑らか抑揚 流 流れる
曲 曲がる 淝河 川 旖旎 優美な 滴水的声响 滴りの音 流 流れる
水系相互连接 繋がる 南淝河 川 秀美 優美な 流 流れる
碧波相连 繋がる 南淝河 川 流 流れる
山环水绕 めぐる 二十埠河 川 流 流れる
环绕 めぐる 二十埠河 川 流 流れる
3米的落差 高低 二十里埠河 川 流 流れる
高低落差的 高低 环城河 川 流 流れる
高低 高低 护城河 川 流 流れる
高低错落 高低 三十埠河 川 流 流れる
放坡处理 坂 四里河 川 流 流れる
薄薄的 薄い 十五里河 川 流动 流動する
板桥河 川 流动 流動する
河道 川 流动 流動する
天鹅湖 湖 流动 流動する
天鹅湖 湖 流淌 流れだす
天鹅湖 湖 流淌 流れだす
天鹅湖 湖 流淌 流れだす
天鹅湖 湖 流过 流れ通る
天鹅湖 湖 流过 流れ通る
南滟湖 湖 下落 落下する
南艳湖 湖 而下 落下する
南艳湖 湖 滴 滴
南艳湖 湖 盈 満ちる
南艳湖 湖 溢 溢れる
翡翠湖 湖 潋滟 溢れる
翡翠湖 湖 溅 はな上がる
翡翠湖 湖 飞溅 とびちる
翡翠湖 湖 喷涌 湧き出る
滨海湖 湖 跳跃的 跳躍
滨河湖 湖 穿过 横切る
双凤湖 湖 穿流 横切る
母亲湖 湖 穿插 交差する
湖 湖 穿梭 行き交う
湖泊 湖 贯穿 貫く
董铺水库 ダム 贯穿 貫く
董铺水库 ダム 萦绕 付き纏う




























































































中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語
湖光 湖の光  1300000平方米  1300000平米 户户见水 見る 与水一脉相连 調和
湖光闪耀 湖の光がきらめる  200 余米 200メドール 能看到水 見る 梦想 夢
波光 波の光 0.4平方公里 0.4平方キロ 远可看 見る 梦想 夢
波光闪耀 波の光がきらめる 10000 平方米 10000 平米 瞰 鳥瞰 遐思 心をはせる
波光粼粼 波がきらきら光っている 10000平米 10000平米 俯 鳥瞰 向往 憧れ
波光 波の光 10000平方米 10000平米 俯瞰 鳥瞰 清新怡人 清新
明暗 明暗 1000余米长堤 1000メドール 可看 看る 清心 すっきり
明暗 明暗 1000亩 1000畝 看孩子嬉戏 看る 心灵领袖之静谧 平和
辉映 照り輝く 1000亩 1000畝 观 観る 适 快適な
倒影 倒影 1000亩 1000畝 临水观景 観る 闲 のんびりしている
桥影 橋の影 12.45公顷 12.45ヘクタール 眺望山水远景 眺望 浪漫 ロマンチック
婆娑树影 木の影 １３０亩 130畝 望 眺望 浪漫 ロマンチック
树影婆娑 木の影 1500平米 1500平米 望 眺望 浪漫 ロマンチック
水影 水の影 200亩 200畝 映入眼帘 目に入る 私密 プライバジー
碧 碧 3000 亩南艳湖 3000畝 触摸 触る 私密的 プライバジー
碧 碧 3000亩 3000畝 品茗 茶を味わう 水与人共生 調和
碧 碧 3000亩； 3000畝 湖畔品茗 茶を味わう 水漾人生 調和
碧 碧 300米长的 300メトール 可听 聞く 醉美 陶酔
碧 碧 3200亩翡翠湖 3200畝 水声盈耳 聞く 回味不尽 後味
碧 碧 3万平方米 3万平米 气息丝丝渗透 嗅ぐ 生活的重重乐趣 楽しみ
碧 碧 4000平米 4000平米 散发浓郁隐逸气息 嗅ぐ 让人豁然开朗 明るい
碧 碧 4000平方米 4000平米 游 遊ぶ 喜欢湖 好み
碧 碧 5000平方米 5000平米 游 遊ぶ 畅享 愉快
碧 碧 500亩水溪公园 5000畝 脚步 歩く 凉快的 涼しい
碧 碧 4000平方米 4000平米 徜徉湖畔 散策
绿 緑 三千余平方米 3000平米 枕湖 湖を枕とする
绿 緑 三个水域 3つ 水岸生活 住む
绿 緑 千米 千メトール 诗意生活 住む
绿 緑 千亩的原生水域 千畝 栖居 住む
蓝 青 大面积 大面積 劈波斩浪 水泳をする
湛蓝 コパルト色 10万平方米 10万平米
五光十色 多様な色 超大 超大
水色 水色 超大水面 超大
晶莹 きらきらして透明である 碧波万顷 万ヘクタール
纯净 清浄 万亩水面 万畝
清冽 清冽 六十万平米 60万平米
清 清 六千平方米水系 6000平米
清 清 六大水系 ６大水系













































































中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語
健康 健康によい 活水 流水 主题 主題性 中国溪景 中国風の渓流
健康 健康によい 活水 流水 主题 主題性 中式水景园林 中国園林
健康 健康によい 原生态活水 流水 主题 主題性 传统生态园林 伝統園林
健康生活 健康によい 原生池塘 原生池塘 主题 主題性 西洋池景 西洋風の池
生态健康 健康によい 原生池塘 原生池塘 池为核心 池を中心とする 渗透 浸透
生态氧吧 空気がきれい 自然的湿地景观 自然の湿地 中心水系为主体 水を主体とする 依湖造景 湖に沿って造景
空气清新 空気がきれい 原有缓坡湿地 元々の湿地 1大水系 中心水系 移步换景 移歩換景
改善环境质量 環境を改善する 保留河道 河道を保留する 核心 核心 步移景异 歩移景移
遮荫滤尘器 埃を濾過する 水石相间 水と石が交互に 主线 主な手がかり 借景 借景
屏蔽道路干扰 騒音を遮蔽する 青山绿水 青山緑水 主轴 主軸 借景 借景
生态 生態 轴 軸 借景 借景
生态作用 生態作用 轴线 軸線 造景 造景
自然生态原则 自然生態原則 山林水溪流等自然景致 渓流など自然景色 轴线 軸線
生态概念 生態概念 山水间 山と水の間 轴线 軸線
生态水景住宅 生態水景住宅 山水花木的层叠应和 山水、花と木を呼応する 轴线 軸線
人工生态湖泊 人工的生態の湖 自然元素交相互应 自然要素を呼応する 轴线 軸線
生态景观湖 生態の湖 人与自然和谐 人間と自然の調和 纽带 紐帯
生态湿地公园 生態の湿地公園 和自然的和谐 自然と調和する 纽带 紐帯
亲水生态小区 生態の親水団地 天然水景林苑 天然の水景観 带 帯
滨水生态社区 生態の親水団地 自然的纵横水系 自然の水系 水系带 帯
得天独厚自然水景资源 自然水資源を利用する 呼应 呼応





































































中国語 日本語 中国語 日本語 中国語 日本語 中国語
仿如山水画 絵 湖的呵护 湖の加護 枕湖而居 湖を枕となる 山，有仙则名；水，有龙则灵。
画卷般 絵巻 小河在歌舞 河が歌う 世外桃源
画意 絵 浅唱 歌う 曲水流觞
管弦和鸣 管弦楽 低吟 吟ずる 仁者乐山，智者乐水
最动听的音乐 音楽 张开怀抱 抱かれる
水动的音符 音符 引路 道案内
笙 笙 母亲河 母親
罄 楽器 母亲河 母親
田园小诗 詩 母亲湖 母親
诗意 詩 用湖泊装点的眸子 瞳
诗情 詩 怀抱 胸に
璀璨明珠 珠 以水为魂 霊魂
翡翠 翡翠 把握生命的节奏 生命のリズム
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第 2 章 インターネット上の住宅販売の広告テキストに表れる水景のイメージの構造 
李早、宗本順三、吉田哲：広告テキストに表れる居住環境と水景のオントロジーを用いたイメー







第 3章  GPS を用いた歩行実験による水景空間での行動分析 
李早、宗本順三、吉田哲、唐ペン：GPS を用いた水辺での行動の研究-中国の住宅団地における水
景施設での歩行実験-、日本建築学会計画系論文集、NO.630、pp.1665-1673、2008.8 
LI Zao, MUNEMOTO Junzo, YOSHIDA Tetsu, TANG Peng：Investigation on Walking Behavior along the 
Waterside in Chinese Residential Quarter using GPS, Proceedings of the 6th International 
Symposium on City Planning and Environmental Management in Asian Countries, Korea, 




LI Zao, MUNEMOTO Junzo, YOSHIDA Tetsu, TANG Peng：Analysis of Walking Behavior along the 
Waterside in Chinese Residential Quarter Using GPS, Proceedings of the 14th Seminar of 
JSPS-MOE Core University Program on Urban Environment, Kyoto, Japan, pp.259-272, Sep.8, 
2007 







第 4 章 水景空間での居住者の移動･滞留行為の行動観察 
李早、宗本順三、吉田哲：水辺での居住者の移動・滞留行為の研究 -中国の住宅団地における水
景施設での行動観察-、日本建築学会計画系論文集、NO.633、pp.2341-2347、2008.11  
LI Zao, MUNEMOTO Junzo, YOSHIDA Tetsu：Analysis of Staying and Moving Behaviors along 
Waterside in a Chinese Residential Quarter, Proceedings of the 16th Seminar of JSPS-MOE Core 
University Program on Urban Environment, pp.460-473, Oct. 24, 2008, Xian, China 
林曉恵、李早、宗本順三、吉田 哲：水辺の移動および滞留行動の分析 -その 3.中国の住宅団地
における水景施設での行動の研究、日本建築学会大会学術講演梗概集(中国) E-1、pp.561-562、
E-1、2008.9 







塘」住宅小区為例、Enter Lifestyle 英泰•生活方式、pp.15-23、2006.12 
LI Zao, MUNEMOTO Junzo, YOSHIDA Tetsu, TANG Peng：Study on Human Behavior along the 
Waterside in Chinese Urban Residential Project, Proceedings of the 12th Seminar of JSPS-MOE 









平和中島財団 2008 年度アジア地域重点学術研究助成 
「花園」の水景施設が居住者に与える「豊かさ」効果の日中共同研究 
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めにおいてご指導とご鞭撻を頂きました。心より感謝の意を申し上げます。 
吉田哲准教授（京都大学大学院工学研究科建築学専攻建築環境計画学）には、本研究の論文の
執筆の基礎からまとめに至る全ての部分に対して惜しみないご指導を頂きました。また、松下講
師（京都大学大学院工学研究科建築学専攻建築環境計画学）には、多くのご助言とご協力を頂き
ました。 
3年間の留学生活を振り返ってみると、宗本研究室の諸兄姉にはいつも貴重なご意見を頂き、研
究以外でも多大なご支援を頂きました。特に、唐ペン元助手（現岡山理科大学講師）、黄蔚欣君(現
中国清華大学研究員)には、慣れない日本での生活全般に渡ってよきアドバイスを頂き、また家族
のように励まし支えていただきました。また、朴鎮衙君、屈小羽君、張昕楠君、安俊相君には、
日頃から研究の進み具合を気にかけて頂きました。 
脳波計測の実験において、株式会社マイコムの湯場崎直養代表取締役社長には、多大な御協力
を頂きました。同研究室出身の佐賀淳一君（現日建設計の社員）には、実験機器の操作などに関
して様々な助言を頂きました。深くお礼を申し上げます。現地調査にご協力いただいた中国の合
肥英泰房地産開発有限公司の王鶴亜経理には大変お世話になりました。また調査に協力いただい
た合肥工業大学の建築与芸術学院の学生たち、その他関係者の皆様に深く感謝いたします。 
 
 202 
 
 
経済的な面では、日本文部省よりは奨学金を賜りました。平和中島財団 2008 年度アジア地域重
点学術研究助成により寄付金のご支援を頂きました。また、中国の合肥工業大学では、研究に集
中するために、数年間全ての仕事を免除して、励まし支えていただきました。この場を借りて心
より感謝の意を表します。 
最後に、中国で長い間娘の世話をしてくれた両親、そして、暖かく励ましてくれた主人に心か
ら感謝いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
